






































ント（hints for thought）を与えること、ただそれだけを意図して書かれたものである。 
（1/preface） 
 
















































るべきか（how to nurse）」ということについて、ナイチンゲールはただ次のように言う。 
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  観察と経験（observation and experience）を抜きにしては、わたしたちは健康の原































































































































































































































































































































第６版）、薄井坦子ほか訳、現代社、2000 [Florence Nightingale, NOTES ON NURSING, 
Compiled by Hiroko Usui and Yoshihiko Kominami, Gendaisya Publishing, 1974] 
ヒルデガード・E・ペプロウ「ナイティンゲール覚え書」（引用の際、ペプロウと記載）、
フローレンス・ナイティンゲール『ノーツ・オン・ナーシング 1859』所収、小玉香津
子・尾田葉子訳 , 日本看護協会出版会 , 1997 [Hildegard E. Peplau, Notes on 
Nightingale, in: Florence Nightingale, NOTES ON NURSING with an Introduction 
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by Barbara Stevens Barnum and Commentaries by Contemporary Nursing Leaders,  






















「わたしが看護ということで理解しているもの（what I understand by nursing）」（15/2）
という用語法は、そういったナイチンゲールの姿勢を表しているだろう。 
2  ｢おわりに（conclusion）｣で、再び｢序文｣で提示された姿勢が確認される。そしてさら













































reparative ということばが使われている。 Reparative という言葉の意味するところは、 
repair の派生語として｢回復の｣ということではあるのだが、むしろ｢賠償｣という意味をも
つ reparation ということばに近いと考えられる。もし reparative を｢賠償の｣と訳する
とすれば、一般原則は｢あらゆる病気は自然によってすすめられる賠償過程である｣となる。
このように訳すと一般原則が事実命題ではなく、宗教的な理念の提示であるという性格が
より鮮明になるのではないだろうか。 
7  常識的な見方とは転倒した立場に身を置くこと、そのような態度を「ユーモア」と名
づけることもできるかもしれない。 
「月曜日、絞首台にひかれて行く罪人が｢ふん、今週も幸先がいいらしいぞ｣といった」
という例をもってフロイトはユーモアについて論じている（フロイト 406）。彼によれば、
ユーモアとは、「自分自身をこどものように取り扱い、それと同時に、自分自身であるとこ
ろのそのこどもにたいして大人としての優越した役割を演ずる」ことと意味付けられる。
わたしという同一人物の中に、「こども―フロイトの概念を当てはめれば自我」と「おと
な―超自我」が同居し、「こどもにとっては重大なものと見える利害や苦しみ」も、｢お
とな｣の視点に立って「本当はつまらないものであることを知って微笑している」、そのよ
うな態度をユーモアというのだと（フロイト 408）。 
 
いってみれば、ユーモアとは、ねえ、ちょっと見てごらん、これが世の中だ、随分危
なっかしく見えるだろう、ところが、これを冗談で笑い飛ばすことは朝飯前の仕事なの
だ、とでもいうものなのである。（フロイト 411） 
 
ナイチンゲールの病気についての定義が意味するところを、フロイトの｢精神分析｣のこと
ばで｢説明｣することはおそらく的外れである。ただ、ナイチンゲールは、いかなる状態に
ある患者をも目を離さず注意深く見つづける｢観察力｣を看護者の第一の資質とするのだが、
フロイトの描き出すようなユーモアの精神が｢観察力｣と関係するのではないだろうかと思
い、その思考の端緒になればと思い引用した。フロイトの引用は、「ユーモア（Der 
Humor）」（『フロイト著作集 第三巻』人文書院、1996）より。 
